






































































































図1 文字数の変化 図2 名詞個数の変化
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② 7章
図9は工作員であるブドリがイーハトーヴ火山から窒素肥料を降らせる工作のやり方を示して
いる。工作には開始，確認，中止の3つのパターンがある。この工作の情報は火山局がポスター
を作り事前に周辺の町村に配布するようにして知らせている。
図10は火山局の持っている人員，設備を示している。火山局は博士の計画書に依存し，オブ
ジェクトとしての発電所，工作員を決めている。この工作員はブドリであり観測小屋にいて工作
を行う。7章は一部にis-aの世界があるが，has-aの世界，依存やインタフェース&実現の世
界で構成されていて，文章そのものが仕様書のようにコンパクトでありFacadeパターンの導入
で把握することができる。
③ 9章
図11はブドリの家族の現況と良い作柄を得るための爆破業務をいかに遂行するかが示されて
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図7 火山局のクラス図
図8 火山のクラス図
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図10 火山局設備周辺のクラス図
図9 工作のクラス図
図11 作柄向上のクラス図
いる。兄はもちろんブドリを指している。9章は過去の苦しい生活の回顧と明るい未来を切り開
くための努力の大切さが取り上げられ，has-aの世界，is-aの世界，依存の世界で構成されてい
る。9章のキーワードは気候変動に影響されやすい作柄であり，全章を通しての切実な目標になっ
ている。つまり農作物の作柄が良ければ，ブドリの家族のような不幸を防ぐことができ，世の中
の人々がしあわせを掴むことができるものと主張している。
④ 「いる」と「である」
日本語の文法として「ある」，「する」，「いる」をみると「ある」と「する」は形式動詞であり
補充や修飾の成分に補足されて実質動詞になれる関係がある。あるいは「ある」「いる」には存
在や所有の表現ができたり，意思性の有無などでいろいろな表現形式が成り立つものとの説明5）
がある。
一方社会の考え方として「である」論理や「である」社会から「する」論理や「する」社会へ
の推移は，社会関係が複雑で多様な関係になるほど「する」論理や「する」社会へ移行して行く
ものであるとの指摘6）がある。「である」社会は上下関係の道徳や階層を生む社会であり，例え
ば儒教の世界が符合する。「する」社会は「する目的」や「すること」の社会過程であり変化に
富む社会を生むことができる。それは現在の社会を反映していることにもなる。オブジェクト指
向は世の中のすべてをモノとしてみる見方であり，上記の説明や指摘を「いる」や「である」の
意味の中に取り込むことができる。
「AはBを持っている」の「持っている」は，「持つ」や「有する」の状態動詞を表している。
さらに「持っている」の「いる」は，「存在する」の意味があり，「有る」「ある」につながって
いる。補充や修飾の使い方によっては「する」から「いる」への状態変化の関わりがみれる。
「AはBと～関係にある」の「ある」の意味にも関わってくる。つまり「持っている」と「関係
にある」は関連性のある状態に属する。しかも「持っている」ことは「使う行為」にも派生し，
「AはBを利用している」として扱えるため作用動詞に変化することができる。そして何かを構
成する関係は「AはBを含む」のような表現ができ，見方を変えると「BはAの一部分である」
とも表現できる。「持っている」世界とはこれらの内容を広く含んでいる。このような考え方が
has-aの世界である。5章はほとんどhas-aで構成できている。このことは名詞と名詞の間の参
照や利用関係が記述されて物語が構成されていることを示している。
「AはBである」の「である」は助動詞「だ」の連用形「で」に補助動詞「ある」が付いたも
ので断定や説明に使われる。この形はis-aの世界を表し，AやBの名詞間の包含関係を示すこ
とができる。特にAはBの特徴や性質を受け継ぎ，しかもA独自の特徴や性質を持つことがで
きる。このようなことはインヘリタンスと呼ばれ，日本語では継承と表現され，AはBの下位
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概念として扱われる。例えば5章ではAに活火山や死火山が当てはまりBが火山になる。7章
ではAに潮汐発電所が当てはまりBが発電所になる。9章ではAにかやの木の下（樹林墓）や
石灰岩の墓が当てはまりBが墓になる。三つの章の物語の中には継承が三例しか使われていな
いが，物語の構成としては話し手の断定や状況の説明が必要とされるためis-aは，has-aととも
に使われる文章構成になる。つまり，この三章からは上下の階層を表現できるis-aの「である」
より，多様な関係の複雑さを表現できるhas-aの「いる」の方が一般に多く使われているという
のがわかる。
5．ま と め
抽出した名詞の出現個数は文章に対する重要度の指標になり，復元要約の作業では有効に機能
した。クラス図から導くキーワードの抽出は，名詞の出現個数に関係なくシステム的に何が重要
かの視点での検討が求められ，その結果5章からは「地図模型」が目的機能として抽出でき，7
章からは「工作」が目的に達するための行動として抽出でき，9章からは「作柄」が目的達成の
結果として抽出できた。章単位でみた場合，ブレモンの言う「三つの相」7）の考え方にも沿う形
をしている。つまり目的，行動，目的達成の順でストーリーが展開している。従って「グスコー
ブドリの伝記」は5章→7章→9章の流れがストーリー上重要な筋になっていて物語を構成して
いるのがわかる。バルトが分けた機能，行為，物語行為の記述レベル8）のやり方より，今回のテ
クスト分析で得られた「グスコーブドリの伝記」からは，火山局の業務を通して実施された工作
による作柄の向上という結論が提示され組み立てられたものと指摘できる。さらに文章が見たも
の，感じたものそのものを言い表している場合には，is-aやhas-aで把握することができ，とり
わけhas-aは文章構成によく使うことができるものと言える。
1） 宮沢賢治，『宮沢賢治全集8』，筑摩書房，pp.230271,1986
2） http://developer.yahoo.co.jp/webapi/jlp/ma/v1/parse.html
3） http://developer.yahoo.co.jp/webapi/jlp/da/v1/parse.html
4） 村上征勝，『シェークスピアは誰ですか？ 計量文献学の世界』，文藝春秋，pp.4452,2004
5） 北原保雄監修，『朝倉日本語講座5 文法Ⅰ』，朝倉書店，pp.3338,2003
6） 丸山真男，『日本の思想』，岩波書店，pp.154180,1961
7） クロード・ブレモン，阪上脩訳，『物語のメッセージ』，審美社，pp.6567,1975
8） ロラン・バルト，花輪光訳，『物語の構造分析』，みすず書房，pp.1045,1979
（原稿提出日 平成25年9月24日）
宮沢賢治作品の分析 135
参考文献
